
令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

（９月９日　１番～７番 ・ ９月10日　８番～12番 ・ ９月11日　13番～17番）
※　９月９日

一括
一問
一答

１．梯川かわまちづくり構想について

(1) 梯川かわまちづくり構想の内容と目的

・梯川かわまちづくり構想とは，その目的は

・エリアについて

・運営方法，事業手法と今後のスケジュールについて

(2) 地域連携と地域活性化の推進

・流域協議会などの地域企業・団体との連携

・地域活性化の策と，市民の声の反映

・梯川水系流域治水プロジェクトとの関係及び安全性の確

保

・回遊性向上に向けて，データの活用等の提案

２．自治体のサイバーセキュリティ対策について

(1) 現在のサイバーセキュリティ対策

・重要データや市民の個人情報の取扱い及び保護体制

・外部からの不正アクセスや攻撃を防ぐシステム・プロセ

スの整備状況

・過去に発生したサイバー攻撃事例と対応策

(2) 今後のサイバーセキュリティ強化策

・新技術導入や専門家の助言に基づくセキュリティ強化策

・ＩｏＴが進む中，今後攻撃の対象となりうるサーバーや

サービス

・職員向けのサイバーセキュリティ研修や啓発活動

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

1 ○ 木村　賢治
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一括
一問
一答

３．新しい小松を作る５５の具体策について

(1) ５５の具体策の中の赤ちゃん・子育て支援に関する項目

・達成率と完全実施に至っていない項目

・市内外へのアピールは

(2) 達成後，今後の新たな赤ちゃん・子育て世代

・新たな赤ちゃん・子育て世代への支援策は

４．小松市２０４０年ビジョン実現と東京一極集中の打破と小

松市の関係について

(1) 東京一極集中の打破

・新しい発想と技術で日本の地方都市発展をリードする小

松市

・東京一極集中の具体的な打破策は。現在の手ごたえと今

後

・北陸新幹線が開業した今，東京一極集中は減速か加速か

・小松だからこそできる自然資源・伝統文化・住環境の魅

力

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

1 ○ 木村　賢治
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．新しい小松をつくる具体策について

(1) 評価と課題について

・５５の具体策の評価

・残された課題

・長期的な取組

２．２０４０年ビジョンの実現に向けて

(1) 小松市都市デザインについて

・改訂の趣旨及び位置付け

・目的及び人口目標

・今後の方向性

３．まちづくり制度について

(1) 小松市開発許可等の基準に関する条例の一部を改正する条

例について

・条例改正の趣旨

・条例改正の内容

・条例改正による効果

(2) ふるさとこまつの持続のために

・線引き制度の概要

・今後の方向性

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

2 ○ 中西　肇
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．令和６年能登半島地震と災害への備えについて

(1) 能登半島地震から８か月，教訓をどう考えるか

・県では27年前から地震被害の想定の見直しがされていな

かった。今後の見直しをどう県に求められますか

(2) 小松市地域防災計画について

・小松市地域防災計画の見直しはされているのか

・小松市は地震と大雨に対し，どんな内容の被害想定にな

っているのか

(3) 大規模災害に対し，指定避難所の備蓄量，環境の改善につ

いて

・現在の１日分の食料，段ボールベッド，間仕切り，携帯

トイレの備蓄量で足りるのか

・キッチンカーやトイレカーの配備計画も必要ではないか

２．未来型図書館建設について

(1) 未来型図書館の基本構想について

・未来型図書館において，必要とされる役割をどう考えて

いるのか

(2) 令和６年度基本計画策定について

・基本計画策定の主な内容は何か

(3) 複合施設の管理運営・サービス計画の作成について

・事業方式をどう考えているのか，従来型と官民連携によ

る手法について

・官民連携型手法に市のチェック機能は働くのか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

3 ○ 橋本　米子
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一括
一問
一答

・障害者の読書環境の整備について

３．ＩＲいしかわ鉄道粟津駅の利用拡大策について

(1) 粟津駅停車の本数を増やしていただきたい

・金沢駅から小松駅止まりが42％にもなっている

(2) 粟津駅の乗降利用人数を増やすためにも粟津駅にエレベー

ター設置を求めたい

・高齢者の駅利用にはエレベーター設置はかかせない

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

3 ○ 橋本　米子
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．「すべての人があんしんして暮らせる共生のまちへ」につ

いて

(1) 障がいのある方への安全・安心な暮らしを守るために

・避難行動要支援者名簿について

・基幹相談支援センターと障がい者相談支援センターの役

割について

・「障がい福祉制度のごあんない」の小冊子について

(2) 障がいのある方への自立に向けた支援体制について

・小松市障害者自立支援協議会について

・余暇活動についての支援

・社会参加についての支援

(3) 共生社会の実現に向けて

・共生社会に必要なこと

・障がいのある方への理解と共感について

・福祉ボランティアの推進について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

4 ○ 斎藤　和美
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．目標とするまちの将来像やまちづくりの考え方

(1) 小松市都市デザインの改訂について

・2040年ビジョンとの整合性について

・６つの都市像のうち「世界に時めく日本海側の拠点都市

こまつ」を都市目標として設定した意図は

・人口目標10万人。重要指標として４項目掲げているがそ

の意図と難易度は

・小松市都市デザイン，2040年ビジョンにかける市長の思

いは

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

5 ○ 梅田　利和
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．小松市民病院の本館建て替えについて

(1) 建設基本構想策定委員会のメンバーは

・本館建て替えには計画フェーズ・準備フェーズ・施工フ

ェーズがありますが，今回の委員会メンバーの構成は

(2) 建て替えの完成時期と市民や病院職員の意見は

・市医師会長は10年以内の建て替えを目指したいとしてい

るが可能か

・今後，市民や病院職員の意見を踏まえ，説明会やパブリ

ックコメントなどで円滑な計画をするのか

２．小松市民センター駐車場整備について

(1) 市民センター内の同時利用施設人数は

・公会堂の代替機能としての多目的な役割を担うが，市民

活動や地域交流，スポーツイベントの拠点として，同時

に利用する場合の人数は

(2) 施設の同時利用に必要な駐車台数は

・施設の同時利用で100台以上を見込んでいるが，施設の同

時利用で駐車可能か。また，駐車場の算出基準は

・車１台あたりの駐車スペースが現在幅2.3mとなっている

が，狭いと思うが。また，大型バスの駐車スペースの確

保は必要ないのか

３．建設業者の経営健全化について

(1) 工事の施工時期の平準化について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

6 ○ 村中　洋

- 8 -



一括
一問
一答

・労働力の安定確保，品質の向上，地方経済の安定化など

から，債務負担行為や繰越制度を活用するなど，更なる

工事の平準化の推進は

(2) 工事の書類のスリム化などについて

・工事関係書類の簡素化の積極的な見直しを行い，働き方

改革の推進は

・建設工事における遠隔臨場で工事作業の確認などを推進

しては

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

6 ○ 村中　洋

- 9 -



令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．令和６年能登半島地震を教訓に

(1) 今だからこそ考え直すもの

・市民の安全・安心の確保

・市民病院の建て替えに向けて

・上下水道管の強靭化

２．小松－仙台便の復活

(1) 能登半島地震の石川県，東日本大震災の宮城県の復興支援

・それぞれの災害を風化させないために

・北陸，東北をより身近に絆で結ぶ

３．小松市に映画・ドラマのロケ地整備を

(1) 候補地はたくさんある

・レトロな粟津駅舎

・（株）コマツの発祥地，遊泉寺銅山

・市内の古い街なみ

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

7 ○ 川崎　順次
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

※　９月10日

一括
一問
一答

１．北陸新幹線小松駅開業から半年，改めて小松の観光を考え

る

・開業後，観光面において目に見える効果はあったか

・小松市が現在発信している観光コースの実績は

・観光者のニーズがより細分化されている中で，総花的で

はなく，ジャンル・世代に応じた，よりディープな観光

コース・スポットの考案・提供が必要なのではないか

２．多文化共生のさらなる推進について

(1) 過去最高となる小松市在住の外国人数について

・国籍・人数等，その内訳

・そのうち18歳以下の人数は

(2) 外国人居住者が直面する課題について

・医療・学校等，さまざまな課題に対してどう対応してい

るのか

(3) 地域コミュニティにおける共生社会の推進について

・市民一人一人の意識共有が真の国際都市こまつにつなが

る

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

8 ○ 吉本　慎太郎
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．地域公共交通の再構築に向けて

(1) 地域交通政策室の設置について

・その目的と今後の取組

・セミナー・ワークショップの内容とその狙い

(2) 自動運転バス・小松市ライドシェアについて

・確立に向けた今後のスケジュール

・小松版Ｍａａｓにおけるそれぞれの位置付け・役割

(3) 地域内フィーダー系統の強化について

・月津・日末自家用有償旅客運送を小松版Ｍａａｓに組み

入れては

・ＩＲいしかわや路線バス粟津線の接点となる粟津駅に，

自家用有償旅客運送を接続させる実証実験を行ってはど

うか

・ＩＲいしかわ鉄道を幹線とした地域公共交通の再構築

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

9 ○ 南藤　陽一
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．誰もが暮らし続けられる生涯安心のこまつについて

(1) 水難事故の現状について

・市内における水難事故の推移は

・予防策は

(2) 今後の対応について

・水難事故を無くすには

２．公有財産の活用について

(1) 現状について

・用途廃止された財産の現状は

(2) 活用促進について

・活用促進に向けた考えは

３．大倉岳高原スキー場のグリーンシーズン活用について

(1) 現状と課題について

・活用状況は

・活用促進に向けた課題は

(2) 今後の取組について

・活用促進に向けた改修計画は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

10 ○ 深田　博智
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．北陸新幹線小松駅開業後の観光資源について

(1) 観光資源の磨き上げについて

・小松の独自性ある歴史的な観光資源となり得るものは

・小松城に対する文化的価値を図書館・博物館複合施設の

建設と共にブラッシュアップする考えは

・「歴史的資源を活用した観光まちづくり」への取組につ

いて

(2) 食文化ツーリズムの推進

・ミシュランやそれに近い店で食の提供

・地域食材のブランド化と国内認証への取組

・地域一体型の食文化ツーリズムの推進への醸成と対応は

２．ＨＰＶワクチン接種について

(1) キャッチアップ接種

・キャッチアップ接種の現状

・今後の子宮頸がんワクチンの取組・対応をどのように考

えるか

(2) 今後の検診率向上と男性への接種支援は

・男性のＨＰＶ感染によるがんなどの疾病はどのようなも

のか

・ワクチン接種の有用性と小６から高１までの２％の接種

を想定した場合の人数と費用は

・女性・男性共にワクチン接種費用の助成事業実施の可能

性は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

11 ○ 片山　瞬次郎
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一括
一問
一答

３．空き家問題

(1) 特定空き家等の状況について

・空き家・空き室・空き地バンクの登録状況

・管理不全空家や特定空家の状況

・勧告を受け，住宅用地特例の税負担の軽減措置のない件

数は

(2) 老朽危険空き家対策について

・老朽危険空き家跡地活用事業や老朽危険空き家解体補助

事業などの状況

・特定空き家に指定される前での空き家活用や除却への対

応は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

11 ○ 片山　瞬次郎
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．キャッシュレス化と地域経済

(1) 小松市におけるキャッシュレス化

・行政サービスにおけるキャッシュレス化の現状

・現在の課題と今後の目標

(2) デジタル地域通貨の可能性

・各地で広まるデジタル地域通貨

・石川県内で広まるデジタル地域通貨

・デジタル地域通貨の課題と持続可能な取組

・自治体発行のポイントサービスについて

２．小松市のＩＣＴ教育

(1) ＩＣＴ教育の今

・小松市が行うＩＣＴ教育

・コロナ禍中とそれ以後の変化

・ステップルームとＩＣＴ

(2) ＩＣＴ教育の課題とＮＥＸＴ　ＧＩＧＡ

・小中学校導入端末について

・端末のためのネット環境と地域のＷi-Ｆiスポット整備

・導入機材の利活用とＩＣＴ支援員

・セキュリティ意識とクラウド活用

(3) 未来を見据えた試み

・教育人材の確保

・ＡＩなどの新技術への対応

・サイエンスヒルズにおける多様なプログラミング体験

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

12 ○ 吉柴　文悟
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

※　９月11日

一括
一問
一答

１．小中学校の水泳について

(1) 水泳の授業

・カリキュラム

・現状

(2) プールの管理

・現状

・課題

・今後について

２．訓練について

(1) 防災訓練

・現状

・地震で起きた課題

(2) 国民保護訓練

・現状

・今後について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

13 ○ 濵口　淳也
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．地域の絆をつなぐ集いの場づくりについて

(1) 公民館活動振興費について

・内訳は

・決算の変遷について

・生涯学習講座について

・校下公民館活動交付金について

２．子供の学びの機会創出について

(1) 防災教育について

・防災教育の現状について

・防災スポーツについて

・防災紙芝居大会について

(2) プログラミング教育について

・学校現場におけるプログラミング教育の現状について

・サイエンスヒルズでの取組について

・人材育成の観点からプログラミングに触れる機会を

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

14 ○ 岡山　晃宏
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．板津地区体育館に隣接した場所に運動公園(テニスコート)

と児童公園を

(1) 小松市民センターについて

・概要について

・対象の地域は

(2) 板津地区体育館について

・概要について

・対象の地域は

・来年度調査費をお願いしたい

２．山口釜屋から大島町地内を通り，県道25号金沢美川小松線

に出る市道について

・令和６年能登半島地震での要望書について

３．庁舎管理について

(1) 管財課の考え方は

・３階屋上の緑地帯について

・駐輪場について

・庁舎の外壁について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

15 ○ 宮西　健吉
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．休日保育について

・現状について

・今後について

２．教育行政について

・学校のタブレットについて

・ウォームアップ週間について

・プールにおける水流出事故について

３．並行在来線について

・小松駅停止の解消などについて

４．災害時におけるトイレの環境について

・トイレ整備について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

16 ○ 木下　裕介
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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．北陸新幹線小松開業後の観光動向について

(1) 来松者の動向について

・観光客数について

・宿泊者数について

・地域性について

・交通手段について

(2) 関西・中京からの動向について

・関西，中京からの来松者数の推移は

・交通手段は

・交通利便性を高めるために

２．令和６年能登半島地震の消防活動について

(1) 被災地への応援体制等について

・能登への応援内容は

・職員の応援体制は

(2) 車両や資機材，応援隊の居住空間等について

・装備内容は

・隊の居住環境やサポートは

・支援する車両の詳細は

(3) 多発する自然災害に備えて

・車両の震災以外の用途は

・充実した車両は

・能力向上型車両を導入すべき

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

17 ○ 吉村　範明
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